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1. 概覧 

 
1.1. 電子国土基本図（地図情報）３次元データファイル仕様書の作成情報 

電子国土基本図（地図情報）３次元データファイル仕様書の作成に関する情報は、次のとおりであ

る。 

・題名：電子国土基本図（地図情報）３次元データファイル仕様書 

・バージョン：第 1.0 版 

・日付：2026-04-01 

・初版日付：2026-04-01  

・作成者：国土交通省国土地理院 

・言語：日本語 

・分野：電子国土基本図  

・文書書式：PDF 

 

 

1.2. 電子国土基本図（地図情報）３次元データファイル仕様書の目的 

本仕様書は、地理情報標準プロファイル（JPGIS）に従い、「電子国土基本図（地図情報）３次元

データ」のデータ内容及び構造、符号化規則等を記述することを目的として定めた文書である。 

「電子国土基本図（地図情報）３次元データ」は、「電子国土基本図（地図情報）」のファイル仕

様に則った２次元データのうち、建築物、道路中心線、軌道の中心線のデータに高さ情報を付与して

作成した３次元の地図情報である。 

 

 
1.3. 範囲 

本仕様書が対象とする空間範囲及び時間範囲は次のとおりである。 

 
1.3.1. 空間範囲 

電子国土基本図（地図情報）３次元データの空間範囲は、日本国内全域を含む範囲とする。 

 
1.3.2. 時間範囲 

電子国土基本図（地図情報）３次元データの時間範囲は、特に定めない。 

 

 
1.4. 引用規格 

本仕様書は、次の規格を引用する。 

・ JIS X7107 地理情報－空間スキーマ 

・ JIS X7108 地理情報－時間スキーマ 

・ JIS X7109 地理情報－応用スキーマのための規則 

・ JIS X7110 地理情報－地物カタログ化法 

・ JIS X7111 地理情報－座標による空間参照 

・ JIS X7112 地理情報－地理識別子による空間参照 

・ JIS X7113 地理情報－品質原理 

・ JIS X7114 地理情報－品質評価手順 

・ JIS X7115 地理情報－メタデータ 

・ JIS X7123 地理情報－被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 

・ JIS X7131 データ製品仕様 

・ JIS X7136 地理マーク付け言語（GML） 

・ ISO/TS 19103 Geographic Information － Conceptual schema language 

・ ISO 19118 Geographic Information － Encoding 
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・ 日本版メタデータプロファイル（JMP2.0仕様書） 

地理情報標準プロファイル（JPGIS）2014 

品質の要求、評価及び報告のための規則（令和元年7月） 

・ －公共測量－ 作業規程の準則（国土交通省告示第413号 平成20年3月31日） 

・ JIS X0301 情報交換のためのデータ要素及ぶ交換形式－日付及び時刻の表記 

・ 製品仕様による数値地形図データ作成ガイドライン 改訂版 (案) （平成20年3月改訂 国土地理院技

術資料A･1-No.278） 

・ 電子国土基本図（地図情報）ファイル仕様書V1.7（令和7年7月 国土地理院） 

 

1.5. 用語と定義 

本仕様書で使用する専門用語とその定義については次の資料に従う。 

・ 地理情報標準プロファイル（JPGIS）2014 

 

1.6. 略語 

本仕様書で使用する略語は以下のとおりである。 

 

DEM Digital Elevation Model  数値標高モデル 

DSM Digital Surface Model  数値表層モデル 

GML Geography Markup Language  地理情報マークアップ言語 

JMP Japan Metadata Profile  日本版メタデータプロファイル 

JPGIS Japan Profile for Geographic Information Standards  地理情報標準プロファイル 

UML Unified Modeling Language  統一モデリング言語 

UUID Universal Unique Identifier  ユニバーサル固有識別子 

XML eXtensible Markup Language  拡張可能マークアップ言語 
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2. 適用範囲 

本仕様書の適用範囲は次のとおりとする。 

 
2.1. 適用範囲識別 

電子国土基本図（地図情報）３次元データとして提供されるデータを適用範囲とする。 

 

 

 

3. データ製品識別 

 
3.1. 地理空間データ製品の名称 

電子国土基本図（地図情報）３次元データ 

 
3.2. 日付 

2026-04-01 

 

3.3. 問い合わせ先 

国土交通省 国土地理院 基本図情報部 

電話：029-864-1111 

Web：https://www.gsi.go.jp/contactTop.html 
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4. 応用スキーマ 

この章は、電子国土基本図（地図情報）３次元データとして提供される地物クラスについて、JIS 

X7109（応用スキーマのための規則）およびJIS X7110（地物カタログ化法）に準拠した応用スキー

マおよび地物カタログとして定義し記述している。 

 

4.1. 応用スキーマ（UMLクラス図） 

この節では電子国土基本図（地図情報）３次元データの応用スキーマをJIS X7109に準拠して設計

し、UMLクラス図を用いて記述している。 

 

4.1.1. パッケージ構成 
電子国土基本図（地図情報）３次元データ応用スキーマのパッケージ構成（全体）を図4-1に

示す。ここで地理情報標準提供クラス群とあるのは、JIS X7100シリーズ、ISO19100シリーズ及

びJPGIS2014によって提供される各種パッケージを包括して指している。地理情報標準が提供す

るパッケージは、それぞれで同じパッケージを定義していることがあるが、その際は特に記述

がない限り前述の順序に基づいて先の規格での定義が優先される。 

 

図4-1 パッケージ構成（全体） 

 

4.1.2. 電子国土基本図（地図情報）３次元データ応用スキーマ 

電子国土基本図（地図情報）３次元データ応用スキーマは、これに含まれる地物型に応じて

分けられた三つのパッケージから構成する。各パッケージに定義する電子国土基本図（地図情

報）３次元データの地物は、「電子国土基本図（地図情報）」が定義する地物の定義を継承す

る。 

 

 

図 4-2 電子国土基本図（地図情報）３次元データ応用スキーマのパッケージ 
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4.1.3. 電子国土基本図（地図情報）３次元データ－建築物パッケージ 
建築物パッケージの内容を図4-3に示す。このパッケージは、３次元化した建築物のクラスを

定義している。 

 

 

図 4-3 建築物パッケージ 
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4.1.4. 電子国土基本図（地図情報）３次元データ－道路パッケージ 
道路パッケージの内容を図4-4に示す。このパッケージは、３次元化した道路中心線のクラス

を定義している。 

 

図 4-4 道路パッケージ 
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4.1.5. 電子国土基本図（地図情報）３次元データ－鉄道パッケージ 
鉄道パッケージの内容を図4-5に示す。このパッケージは、３次元化した軌道の中心線のクラ

スを定義している。 

 

図 4-5 鉄道パッケージ 
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4.2. 応用スキーマ文書（地物カタログ） 

この節では電子国土基本図（地図情報）３次元データとして提供されるデータの応用スキーマ

（UMLクラス図）に関する詳細情報を、JIS X7110に準拠した地物カタログとして記述している。 

4.2.1. 地物カタログ情報 

この項では、JIS X7110におけるFC_FeatureCatalogueクラスの情報を記述している。 

 

地物カタログ 
 

地物カタログ名  :  電子国土基本図（地図情報）３次元データ地物カタログ 

対象範囲  :  本仕様書が対象とするすべての地物 

バージョン  :  本仕様書のバージョンと同一 

発行年月日  :  本仕様書の日付と同一 

作成機関  :  本仕様書の問合せ先と同一 

 

4.2.2. 地物情報 

この項では、電子国土基本図（地図情報）３次元データとして提供するすべての地物クラスについ

て、JIS X7110におけるFC_FeatureType、FC_PropertyType、FC_FeatureAttribute、

FC_AssociationRole、FC_InheritanceRelation、FC_DefinitionReference、FC_ListedValueの各ク

ラスに対応した情報を記述している。 

 また、各地物の空間属性は、「電子国土基本図（地図情報）ファイル仕様書」における空間属性の

定義を継承する。ただし、同ファイル仕様書の「4.2.3.空間属性の適用パターン」に示されている

「DirectPositionデータ型は、直接２次元の座標値を保持している」という記述については、本仕様

書において定義する各地物の空間属性の定義に従い、２次元又は３次元の座標値を保持するものとし

て読み替えて適用する。 
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電子国土基本図（地図情報）３次元データ－建築物パッケージ 

 

建築物（3次元）（dkgd3d:BldA3d） 
建築物の外周線によって示された建築物の範囲。 

 

上位クラス :建築物（電子国土基本図（地図情報））（dkgd:BldA） 

 

属性 : 

 

レコードID（dkgd:rID）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）においては、一意に各インスタンスを識別するIDであ

り、すべてのインスタンスが保持しなければならず、電子国土基本図（地図情報）全

体で将来にわたってユニークな文字列である。 

電子国土基本図（地図情報）３次元データにおいては、他のデータと重複する値を持

つことがあり得る。また、必ずしも電子国土基本図（地図情報）の同範囲の同属性と

値が一致するとは限らない。 
 

整備データ登録日（dkgd:lfSpanFr） : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）３次元データとしてこの地物を生成した時点。 

地物の実体が存在しはじめた時点ではない。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

整備データ削除日（dkgd:lfSpanTo）[0..1] : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）として、この地物の実体が現存しないと判断された時

点、もしくは、されるべき時点。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

暫定フラグ（dkgd:tmpFlg） : Integer 

この地物について計画図面等の予定形状を示す情報をもとに初期整備又は更新された

電子国土基本図（地図情報）の地物で、現況の確認が行われていないものや、電子国

土基本図（地図情報）と現況が整合しない箇所の速やかな解消のため、地図の鮮度を

優先して更新された地物について、暫定的な電子国土基本図（地図情報）の地物とし

て整備されたことを示すフラグ。値が「1」の場合、暫定的な地物であることを示

す。 
 

出典地理情報レベル（dkgd:orgGILvl） : 地理情報レベル 

電子国土基本図（地図情報）において、この地物が出典元の測量成果として取得され

たときの地図的表現精度（位置精度及び表現分類）を図面の縮尺に対する概念として

表した数値。 

 

地物種別コード（dkgd:ftCode）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）内での地物の区分を示すコードで、４桁の数値で表わさ

れ、上位２桁が大区分を、下位２桁が小区分を示す。 

 

行政コード（dkgd:admCode） [0..1] :CharacterString 

この地物が存在する市区町村のコード。  

 

整備完了日（dkgd:devDate）[0..1] : TM_Instant 

この地物について電子国土基本図（地図情報）の整備作業が完了した年月日。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 
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範囲 （dkgd:area）: GM_Surface 

建築物の範囲を閉じた折れ線を2次元のポリゴン（緯度・経度）で表現する。 

この空間属性は、面要素Ａ１パターンによる構成とし、ポリゴン境界線として対応す

る建築物の外周線インスタンスの幾何要素と同じ座標リストを逆向きに保持する。 

１つの建築物インスタンスの内側にある中庭は、中抜きポリゴンとしてその建築物イ

ンスタンス内に含める。 

建物の外形は、exterior属性として反時計回り（建物内部を左側に見る向き）に座標

値を並べる。その建物内部の中庭部分は、interior属性として時計回り（周囲の建物を

左側に見る向き）に座標値を並べる。 

 

種別（dkgd:type） : 建築物種別 

建築物の種別。 

すべてのインスタンスには、列挙値のいずれかの値が設定されている必要がある。 

 

階層順（dkgd:lvOrder） : Integer 

建築物同士が近接またはオーバーラップする場合や道路の上に建設された建物などに

ついて、階層の相対順位を表す値。数値が大きいほど相対的に上側に存在することを

表す。 

 

名称（dkgd:name）[0..1] : CharacterString 

建築物の名称。 

複数の名称を設定する必要がある場合は、カンマで区切った文字列として保持する。 

 

極大標高（dkgd3d:outElv）[0..1] : Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDSM等におけ

る標高の最大値。 

単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 
注）建築物より上方に存在する樹木や送電線等のデータも含まれる。 
 

最大標高（dkgd3d:maxElv）[0..1] : Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDSM等のう

ち、上位５%を除外した中での標高の最大値。 

単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 
注）ポリゴン内の上位５%のデータは、建築物より上方に存在する樹木や送電線等を反映していると考え

られるため機械的に除外している。このとき、DSM等の持つ値が１つの場合は除外せず、２つ以上ある場

合は少なくとも１つを除外している。75%標高、中央値標高、25%標高とは算出方法が異なるため、それ

らよりも低い値を持つ場合があり得る。 
 

75%標高（dkgd3d:upQrtElv）[0..1]: Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDSM等のう

ち、第三四分位に相当する標高の計算値。 

単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 

   

中央値標高（dkgd3d:medElv）[0..1]: Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDSM等の中央

値（第二四分位に相当する標高の計算値）。 

単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 

 

25%標高（dkgd3d:loQrtElv）[0..1] : Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDSM等のう

ち、第一四分位に相当する標高の計算値。 
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単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 

   

接地面標高（dkgd3d:grElv）[0..1] : Real 

建築物ポリゴン（電子国土基本図（地図情報）の建築物）が内包するDEM等から取

得した接地面の標高の最低値。 

単位はmとし、桁数は小数点以下２桁とする。なお、不明な場合は「-9999.00」とし

ている。 

 

上面標高出典（dkgd3d:bldElvSrc）[0..1] : CharacterString 

建築物の上面に関する標高の出典を示す整理写真番号・助言番号等の番号。 
 

上面標高種別コード（dkgd3d:bldElvCode）: Integer 

DSM等を由来とした最大標高や中央値標高等の建築物の上面に関する標高の出典の

種別を示すコード。２桁の数値で構成され、２桁目はデータの計測手法、１桁目はデ

ータの配点密度等を示している。数値の詳細は表4.2.2-1に示す。 

 

表4.2.2-1 標高種別コード表 

２桁目（十の位） １桁目（一の位） 

値 計測手法 値 点密度 格子間隔 

1 航空レーザ由来（DEM1A、DEM5Aを含む） 1 1点/0.25㎡ 以上 0.5m以内 

2 
写真由来（ステレオマッチング・SfM/MVS

点群、DEM5B、DEM5Cを含む） 
2 1点/㎡ 以上 1m以内 

3 地形図由来（DEM10A、DEM10Bを含む） 3 1点/4㎡ 以上 2m以内 

4 3D都市モデル由来 4 1点/25㎡ 以上 5m以内 

5 MMS・地上レーザ由来 5 1点/100㎡ 以上 10m以内 

6 図面等由来 7 引用値 

8 資料等由来 8 一律値 

9 調整による 9 その他 

 

接地面標高出典（dkgd3d:grElvSrc）[0..1] : CharacterString 

接地面標高の出典を示す整理写真番号・助言番号等の番号。 

 

接地面標高種別コード（dkgd3d:grElvCode）: Integer 

DEM等を由来とした接地面標高の出典の種別を示すコード。２桁の数値で構成さ

れ、２桁目はデータの計測手法、１桁目はデータの配点密度を示している。数値の詳

細は上記表4.2.2-1に示す。 

 

地理情報レベル_一般（列挙型） 

一般地物が保持する地理情報レベル。 

 

上位クラス :  地理情報レベル 

 

列挙値 : 

実測レベル = 0   ：現地測量により位置が取得されたもの  

地理情報レベル250 = 250  ：縮尺1/250の取得精度 

地理情報レベル500 = 500  ：縮尺1/500の取得精度 

地理情報レベル1000 = 1000 ：縮尺1/1000の取得精度 

地理情報レベル2500 = 2500 ：縮尺1/2500の取得精度 

地理情報レベル5000 = 5000 ：縮尺1/5000の取得精度 

地理情報レベル10000 = 10000 ：縮尺1/10000の取得精度 

地理情報レベル25000 = 25000 ：縮尺1/25000の取得精度 
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建築物種別 （列挙型） 

建築物の種別。 

 

列挙値 : 

普通建物 ：木造建物及び地上３階相当未満の非木造建物。 

堅ろう建物 ：地上３階相当以上60ｍ未満の非木造建物。 

高層建物 ：高さが60ｍ以上の非木造建物。 

普通無壁舎 ：地上３階相当未満の壁がない建物。 

堅ろう無壁舎 ：地上３階相当以上の壁がない建物。 

その他 ：上記以外の建築物。 

不明 ：仔細不明のため上記に分類することができない場合に使用する。 
 

 

 

電子国土基本図（地図情報）３次元データ－道路パッケージ 

 

道路中心線（3次元）（dkgd3d:RdCL3d） 
道路域の中心付近で道路の線形形状を代表する線。 

道路域の両端を表現する対になった道路縁に対して、その中央付近に道路中心線が存

在する。また、幅員1.0m未満の道路は、道路の線形形状そのものを表す。 

長さ20ｍ未満の行き止まりの道路は除く。 

 

備考 :  

ここで定義する道路中心線は、位相構造は明示していない。 
 

上位クラス : 道路中心線（電子国土基本図（地図情報））（dkgd:RdCL） 

 

属性 : 

 

レコードID（dkgd:rID）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）においては、一意に各インスタンスを識別するIDであ

り、すべてのインスタンスが保持しなければならず、電子国土基本図（地図情報）全

体で将来にわたってユニークな文字列である。 

電子国土基本図（地図情報）３次元データにおいては、他のデータと重複する値を持

つことがあり得る。また、必ずしも電子国土基本図（地図情報）の同範囲の同属性と

値が一致するとは限らない。 

 

整備データ登録日（dkgd:lfSpanFr） : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）３次元データとしてこの地物を生成した時点。 

地物の実体が存在しはじめた時点ではない。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

整備データ削除日（dkgd:lfSpanTo）[0..1] : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）として、この地物の実体が現存しないと判断された時

点、もしくは、されるべき時点。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 
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暫定フラグ（dkgd:tmpFlg） : Integer 

この地物について計画図面等の予定形状を示す情報をもとに初期整備又は更新された

電子国土基本図（地図情報）の地物で、現況の確認が行われていないものや、電子国

土基本図（地図情報）と現況が整合しない箇所の速やかな解消のため、地図の鮮度を

優先して更新された地物について、暫定的な電子国土基本図（地図情報）の地物とし

て整備されたことを示すフラグ。値が「1」の場合、暫定的な地物であることを示

す。 
 

出典地理情報レベル（dkgd:orgGILvl） : 地理情報レベル 

電子国土基本図の（地図情報）において、この地物が出典元の測量成果として取得さ

れたときの地図的表現精度（位置精度及び表現分類）を図面の縮尺に対する概念とし

て表した数値。 

 

地物種別コード（dkgd:ftCode）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）内での地物の区分を示すコードで、４桁の数値で表わさ

れ、上位２桁が大区分を、下位２桁が小区分を示す。 

 

行政コード（dkgd:admCode） [0..1] :CharacterString 

この地物が存在する市区町村のコード。  

 

整備完了日（dkgd:devDate）[0..1] : TM_Instant 

この地物について電子国土基本図（地図情報）の整備作業が完了した年月日。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

場所 （dkgd:loc）: GM_Curve 

道路中心線の場所を、３次元の折れ線（緯度・経度・標高）で表現する。 

この空間属性は、線要素Ｌ１パターンによる構成とする。 

 

種別（dkgd:type）: 道路中心線種別 

道路を地図記号として表す場合の表現種別。すべてのインスタンスには、列挙値のい

ずれかの値が設定されている必要がある。 

 

道路分類（dkgd:rdCtg）: 道路分類種別 

道路の種別。すべてのインスタンスには、列挙値のいずれかの値が設定されている必

要がある。 

 

道路状態（dkgd:state）: 道路状態種別 

道路の状態。すべてのインスタンスには、列挙値のいずれかの値が設定されている必

要がある。その中で、実際に設定する対象となるものは、通常部、橋・高架、トンネ

ル、雪覆い及び不明である。 

 

階層順（dkgd:lvOrder）: Integer 

道路及び鉄道の立体交差部や道路の上に建物が建設されている場合などにおける、階

層の相対順位を表す値。0が最も下層にあることを示す。階層順は、0（トンネル）→

0（地上）→0（橋梁）→1（地上）→1（橋梁）。道路状態種別が「橋・高架部」で

ないにもかかわらず階層順が1以上の場合もあるが、その場合、トンネル部＜雪覆い

部＜通常部＜橋・高架部の順で階層が決定される。 

 

名称 （dkgd:name）[0..1] : CharacterString 

道路の名称。 

複数の名称を設定する必要がある場合は、カンマで区切った文字列として保持する。 

 

道路管理主体（dkgd:admOfcRd）[0..1] : 道路管理主体種別 

道路を管理する主体の種別。 
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幅員区分（dkgd:rnkWidth）: 幅員区分種別 

道路の幅員の種類。 

 

実幅員（dkgd:Width）[0..1] : Real 

道路の実際の幅員。 

 

区間ID（dkgd:sectID）[0..1] : CharacterString 

道路の区間を識別するための区間ID。 

 

有料区分（dkgd:tollSect） : 有料区分種別 

走行するために料金が徴収されるかどうかを示す。 

 

分離帯区分（dkgd:medSect） : Integer 

分離帯がある道路であることを示す。分離帯の幅が１m単位で設定される。 

 

高速道路（dkgd:motorway） : Integer 

高速道路番号が付与された道路及び都市高速道路であるかを示す。高速道路以外であ

る場合は「０」、高速道路である場合は「１」、不明である場合は「９」が設定され

る。 

 

表示限界地図情報レベル（dkgd:repLtdLvl）: Integer 

表示縮尺がこの数値を分母とする縮尺より大きい場合に地図記号としての表示を推奨

する限界縮尺の分母数値が設定される。 

 

路線コード（dkgd:rtCode）[0..1] : CharacterString 

道路の路線コード。 

複数の路線コードを設定する必要がある場合は、カンマで区切った文字列として保持

する。 

 

中心線標高出典（dkgd3d:clElvSrc）[0..1] : CharacterString 

道路中心線の標高の出典を示す整理写真番号・助言番号等の番号。２つ以上の出典が

ある場合は主要なものを記載している。 

 

中心線標高種別コード（dkgd3d:clElvCode）: Integer 

道路中心線の標高の出典の種別を示すコード。２桁の数値で構成され、２桁目はデー

タの計測手法、１桁目は配点密度を示している。数値の詳細は上記表4.2.2-1に示す。 

 

補正種別コード（dkgd3d:adjCode ） : Integer  

補正の内容を識別するためのコード。DEMとDSMとの不連続を解消するため、橋に

接続する通常部等の接続点を橋の標高値に合わせた場合や、トンネル内部の高さを出

入口の標高値から線形補間した場合等に値が付与される。数値の詳細は表4.2.2-2に示

す。コードの値は、各補正内容に該当する値を足し合わせた合計値である。 

 

表4.2.2-2 補正種別コード表 

値 補正内容 

0 補正なし 

1 橋・高架部への接続による補正 

2 トンネル・遮蔽部における補正 

4 手動処理による補正 

8 その他自動処理 

16 入力データがないもの（海底トンネルや地下鉄など） 
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地理情報レベル_一般（列挙型） 

一般地物が保持する地理情報レベル。 

 

上位クラス :  地理情報レベル 

 

列挙値 : 

実測レベル = 0   ：現地測量により位置が取得されたもの  

地理情報レベル250 = 250  ：縮尺1/250の取得精度 

地理情報レベル500 = 500  ：縮尺1/500の取得精度 

地理情報レベル1000 = 1000 ：縮尺1/1000の取得精度 

地理情報レベル2500 = 2500 ：縮尺1/2500の取得精度 

地理情報レベル5000 = 5000 ：縮尺1/5000の取得精度 

地理情報レベル10000 = 10000 ：縮尺1/10000の取得精度 

地理情報レベル25000 = 25000 ：縮尺1/25000の取得精度 

 

道路中心線種別 （列挙型） 

道路を地図記号として表す場合の表現種別。 

 

列挙値 : 

通常部 ：  

庭園路 ：  

徒歩道 ：  

石段 ：  

不明 ：  

 

道路分類種別 （列挙型） 

道路の種別。 

 

列挙値 : 

国道 ：  

都道府県道  ：  

市区町村道等 ：  

高速自動車国道等  ：  

その他  ：   

不明  ：  

 

道路状態種別 （列挙型） 

道路が置かれている状態による種別区分。 

 

列挙値 : 

通常部 ：地上部の道路の場合に使用する。  

橋・高架 ：橋梁及び高架道路の場合に使用する。 

トンネル ：トンネル内の道路に使用する。  

雪覆い ：雪覆いで上部が覆われている区間に使用する。 

建設中 ：建設中の道路に使用する。 

その他 ：トンネル入口の坑口部に使用する。 

不明 ：仔細不明のため上記に分類することができない場合に使用する。 
 

 

道路管理主体種別 （列挙型） 

道路を管理する主体の種別。 
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列挙値 : 

国 ： 

都道府県 ： 

市区町村 ： 

高速道路管理団体：高速道路株式会社や道路公社等が道路管理者である場合に使用する。 

高速自動車国道の場合，東日本高速道路，中日本高速道路，西日本高

速道路の各社が道路管理権限を代行しており，これを使用する。 

その他 ：上記以外が道路管理者である場合に使用する。 

不明 ：仔細不明のため上記に分類することができない場合に使用する。 
 

 
 

幅員区分種別 （列挙型） 

道路の幅員の種別。 

 

列挙値 : 

3m未満 ：  

3m-5.5m未満  ：  

5.5m-13m未満 ：  

13m-19.5m未満 ：  

19.5m以上 ：  

不明 ：  

 

有料区分種別 （列挙型） 

道路を通行するために料金を徴収されるかどうかの種別。 

 

列挙値 : 

有料 ：  

無料  ：  

 
 

電子国土基本図（地図情報）３次元データ－鉄道パッケージ 

 

軌道の中心線（3次元）（dkgd3d:RailTrCL3d） 
軌道法（大正十年法律第七十六号）第一条第一項に規定する軌道及び同法が準用され

る軌道に準ずべきもの並びに鉄道事業法（昭和六十一年法律第九十二号）第二条第一

項に規定する鉄道事業に係る鉄道線路の中心線。 

三線区間は、１本の軌道とみなす。 

 

上位クラス : 軌道の中心線（電子国土基本図（地図情報））（dkgd:RailTrCL） 

 

属性 : 

 

レコードID（dkgd:rID）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）においては、一意に各インスタンスを識別するIDであ

り、すべてのインスタンスが保持しなければならず、電子国土基本図（地図情報）全

体で将来にわたってユニークな文字列である。 

電子国土基本図（地図情報）３次元データにおいては、他のデータと重複する値を持

つことがあり得る。また、必ずしも電子国土基本図（地図情報）の同範囲の同属性と

値が一致するとは限らない。 
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整備データ登録日（dkgd:lfSpanFr） : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）３次元データとしてこの地物を生成した時点。 

地物の実体が存在しはじめた時点ではない。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

整備データ削除日（dkgd:lfSpanTo）[0..1] : TM_Instant 

電子国土基本図（地図情報）として、この地物の実体が現存しないと判断された時

点、もしくは、されるべき時点。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

暫定フラグ（dkgd:tmpFlg） : Integer 

この地物について計画図面等の予定形状を示す情報をもとに初期整備又は更新された

電子国土基本図（地図情報）の地物で、現況の確認が行われていないものや、電子国

土基本図（地図情報）と現況が整合しない箇所の速やかな解消のため、地図の鮮度を

優先して更新された地物について、暫定的な電子国土基本図（地図情報）の地物とし

て整備されたことを示すフラグ。値が「1」の場合、暫定的な地物であることを示

す。 
 

出典地理情報レベル（dkgd:orgGILvl） : 地理情報レベル 

電子国土基本図（地図情報）において、この地物が出典元の測量成果として取得され

たときの地図的表現精度（位置精度及び表現分類）を図面の縮尺に対する概念として

表した数値。 

 

地物種別コード（dkgd:ftCode）: CharacterString 

電子国土基本図（地図情報）内での地物の区分を示すコードで、４桁の数値で表わさ

れ、上位２桁が大区分を、下位２桁が小区分を示す。 

 

行政コード（dkgd:admCode） [0..1] :CharacterString 

この地物が存在する市区町村のコード。  

 

整備完了日（dkgd:devDate）[0..1] : TM_Instant 

この地物について電子国土基本図（地図情報）の整備作業が完了した年月日。 

データ形式はyyyy-mm-dd形式とする。 

 

場所（dkgd:loc）: GM_Curve 

軌道の中心線の場所を、3次元の折れ線（緯度・経度・標高）で表現する。 

この空間属性は、線要素Ｌ１パターンによる構成とする。 

 

種別（dkgd:type）: 軌道の中心線種別 

軌道の種別。 

すべてのインスタンスには、列挙値のいずれかの値が設定されている必要がある。 

 

鉄道状態（dkgd:railState）:鉄道状態種別 

その軌道の置かれている状態。 

すべてのインスタンスには、列挙値のいずれかの値が設定されている必要がある。そ

の中で、実際に設定する対象となるものは、通常部、橋・高架、トンネル、運休中、

その他及び不明である。 

 

描画順（dkgd:drwOrder）: Integer 

立体交差部などを描画する際に参照することを目的とした他の軌道の中心線との描画

順序が設定される。数値が相対的に少ない軌道の中心線が下側に描画されることを示

している。 
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なお、道路中心線、鉄道中心線及び建築物の階層順、他のクラスの描画順とは無関係

に設定されている。 

 

名称 （dkgd:name）[0..1] : CharacterString 

軌道が敷設された路線の名称。 

複数の名称を設定する必要がある場合は、カンマで区切った文字列として保持する。 

 

軌道管理主体（dkgd:admOfcRT）[0..1] : CharacterString 

軌道を管理している鉄道事業者の名称。通常は、鉄道事業法における第一種鉄道事業

者を指すが、施設所有者と運行主体が分離されている路線においては、第三種鉄道事

業者（施設所有者）を指す場合がある。 

 

表示区分（dkgd:vis）: Integer 

上部が別の地物によって遮蔽されていない場合は表示区分=0を、遮蔽されている場合

は表示区分=1を設定する。 

 

路線コード（dkgd:rtCode）[0..1] : CharacterString 

軌道の路線コード。 

複数の路線コードを設定する必要がある場合は、カンマで区切った文字列として保持

する。 

 

中心線標高出典（dkgd3d:clElvSrc）[0..1] : CharacterString 

軌道の中心線の標高の出典を示す整理写真番号・助言番号等の番号。２つ以上の出典

がある場合は主要なものを記載している。 

 

中心線標高種別コード（dkgd3d:clElvCode）: Integer 

軌道の中心線の標高の出典データの種別を示すコード。２桁の数値で構成され、２桁

目はデータの計測手法、１桁目は配点密度を示している。数値の詳細は上記表4.2.2-1

に示す。 

 

補正種別コード（dkgd3d:adjCode ） : Integer 

DEMとDSM との不連続を解消するため、橋に接続する通常部等の接続点を橋の標高

値に合わせた場合や、トンネル内部の高さを出入口の標高値から線形補間した場合等

の補正の内容を識別するためのコード。数値の詳細は上記表4.2.2-2に示す。コードの

値は、各補正内容に該当する値を足し合わせた合計値である。 

 

 

地理情報レベル_一般（列挙型） 

一般地物が保持する地理情報レベル。 

 

上位クラス :  地理情報レベル 

 

列挙値 : 

実測レベル = 0   ：現地測量により位置が取得されたもの  

地理情報レベル250 = 250  ：縮尺1/250の取得精度 

地理情報レベル500 = 500  ：縮尺1/500の取得精度 

地理情報レベル1000 = 1000 ：縮尺1/1000の取得精度 

地理情報レベル2500 = 2500 ：縮尺1/2500の取得精度 

地理情報レベル5000 = 5000 ：縮尺1/5000の取得精度 

地理情報レベル10000 = 10000 ：縮尺1/10000の取得精度 

地理情報レベル25000 = 25000 ：縮尺1/25000の取得精度 
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軌道の中心線種別 （列挙型） 

軌道の種別。 

 

列挙値 : 

普通鉄道 ：鉄道事業法または軌道法に基づいて運行されている鉄道で、

特殊軌道および索道を除いたもの。 

特殊鉄道 ：モノレール、鋼索鉄道、普通鉄道と接続しない工場等特定の

地区内の軌道、採鉱（石）地と工場等を結ぶ専用軌道 

索道 ：空中ケーブル、スキーリフト、ベルトコンベヤーおよびこれ

に類するもの 

路面鉄道 ：道路上に線路を敷設した鉄道で、主として路面上から直接乗

り降りできる車両が運行される鉄道。 

側線 ：列車の運行に常用する軌道以外の軌道をいう。工場等におけ

る引込み線、駅構内または操車場における側線も含む。 

その他 ：上記以外で取得したデータ 

不明 ：仔細不明のため上記に分類することができない場合に使用す

る 
 

鉄道状態種別 （列挙型） 

軌道が置かれている状態を表す種別。 

 

列挙値 : 

通常部 ：地上部に敷設された区間。 

橋・高架 ：橋梁又は高架橋部に敷設された区間。  

トンネル ：トンネル内に敷設された区間。  

地下 ：トンネル以外の地下に敷設された区間。地下鉄。  

雪覆い ：雪覆いが設置されている区間。  

運休中 ：運休中の区間。 

その他 ：上記以外の状態にある区間。 

不明 ：仔細不明のため上記に分類することができない場合に使用す

る 
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5. 参照系 

 

 

5.1. 時間参照系 

 

本仕様書では、時間参照系として、参照系識別子： GC / JST を採用する。 

この参照系識別子は、JIS X7115 附属書１の規定に基づいた時間参照系識別子であって、時間

位置を特定する時間座標値として暦日には西暦（グレゴリオ暦）を、時刻は日本標準時を用いる

ことを示している。時間座標値の表現方法は、JIS X0301 に基づくことを基本とし、一般的には

年月日までを使用する。特別な目的においては、さらに時分秒を設定してもよい。 

 

 
5.2. 座標参照系 

 

本仕様書では、座標参照系として表 5-1 を採用する。なお，この表記は、JIS X7115 附属書２

に規定された表記方法に準拠しており、JGD2024 は平成 23 年 10 月 21 日時点の測量法施行令

（昭和 24 年政令第 322 号）第２条及び第３条を典拠とし、（B, L）は測地座標系による緯度、

経度であることを示している。 

GML で符号化された各空間オブジェクトでは，SC_CRS への参照を、srsName=”

fguuid:jgd2024.bl”のように、URI 参照の一種である独自の参照識別子によって解決する。この

参照先には、参照系識別子：“JGD2024 / （B, L） ”が定義され保持されているものとみなす。 

 
表5-1 電子国土基本図（地図情報）３次元データにおける地物ごとの座標参照系 

地物 座標参照系 srsName 

1 建築物（３次元） JGD2024 / （B, L） 

日本測地系 2024における経緯度座標系 

srsName= 
”fguuid:jgd2024.bl” 

2 道路中心線（３

次元） 

軌道の中心線

（３次元） 

JGD2024， TP / （B, L）， H 

日本測地系 2024 における経緯度座標系と東京

湾平均海面を基準とする標高の複合座標参照系 

srsName= 
”fguuid:jgd2024.blh” 

 

水平方向の座標値は度単位で指定することとし、座標値を設定する桁数は、小数点以下 9 桁と

する。これにより、緯度・経度共、約 0.11mm 程度以上の精度が維持できる。 

 

また、鉛直方向の座標値は、測量法施行令第２条２項に定められた日本水準原点を基準とした

標高値であることを示している。ただし、測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 11 条第１項第

３号ただし書により国土地理院の長が承認した測量の原点に基づく離島においては、その離島で

の測量の基準となる点を基準とする。座標値はメートル単位で指定することとし、桁数は小数点

以下２桁とする。なお、鉛直方向の座標値が不明な場合は、「-9999.00」としている。 
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6. 配布に関する情報 

 
6.1. 配布方法 

 

電子国土基本図（地図情報）３次元データを含む数値地図（国土基本情報）は，インターネッ

トを利用したオンライン刊行及びＤＶＤ等の媒体によって提供される。  

３次元電子国土基本図サイトの URL は、以下のとおりである。 

 https://www.gsi.go.jp/kibanjoho/mapinfo3D.html 

電子国土基本図（地図情報）３次元データを含む数値地図（国土基本情報）のデータセットの

作成単位は、地域標準メッシュ（JIS X0410 による）の第２次地域区画を基本とし、さらに、地

物クラスごとに別データセットとなっている。また，提供されるファイルは、電子国土基本図

（地図情報）３次元データのほかに、電子国土基本図（地図情報）、電子国土基本図（地名情

報）及びメッシュ標高情報も同梱された zip 形式となっている。 

電子国土基本図（地図情報）３次元データは、クラスごとに次の命名規則による XML ファイ

ルとなっている。 

 

ファイル命名規則 

 DKG3D1)-GML2)-6642223)-RdCL3d4)-201207305)-00016).xml 

ここで、 

１） 電子国土基本図（地図情報）３次元データを表す文字列「DKG3D」が記載される。 

２） ファイルの符号化規則を表す文字列が記載される。 

GML：JIS X7136 に基づく符号化規則（GML 形式） 

  SHP：シェープファイル（Shapefile）形式 

３） 収録されている地理的範囲を示す２次メッシュコード 

４） 収録されているクラスを示す文字列 

① 建築物パッケージ 

・建築物（３次元）  BldA3d 

② 道路パッケージ 

・道路中心線（３次元） RdCL3d 

③ 鉄道パッケージ 

・軌道の中心線（３次元） RailTrCL3d 

５） データの生成日（YYYYMMDD の形式） 

６） ファイルを約 200MB ごとに分割する場合の通し番号 

 
6.2. 配布形式情報 

 

電子国土基本図（地図情報）３次元データの形式は地理マーク付け言語（GML） 形式及びシ

ェープファイル（Shapefile）形式である。 

 

6.2.1. データセット構成 

電子国土基本図（地図情報）３次元データは、４章で示された応用スキーマの構成を

もち、JPGIS2014 に準拠した形式の XML 文書として符号化したデータセットであ

る。なお、データファイルは ZIP 形式で圧縮されているので、それを解凍する必要が

ある。 

 
 

6.2.2. 符号化規則 

電子国土基本図（地図情報）３次元データの符号化規則は、JPGIS 2014 附属書 12 

（規定） 地理マーク付け言語（GML）による。また、符号化で使用する文字セット

は、 UTF-8 コードである。 
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シェープファイル（Shapefile）形式は、米国 ESRI 社が提唱しているベクトルフォー

マットである。なお、シェープファイル形式を構成するファイルの１つである dbf フ

ァイルのヘッダーには、実数型（Real）の属性に関して、全桁数及び小数点以下桁数

の情報が格納されているが、これらは参考情報であり、必ずしも実際のデータの桁数

と整合するものではない。符号化で使用する文字セットは、UTF-8 である。 

 
 

6.2.3. 言語 

データセット中の記述箇所で用いる言語は日本語である。 

 
 

6.2.4. 名前空間 

データセット中で用いている名前空間は、表 6-1 のとおり設定している。 

なお、これら名前空間の名称は定義名であって、必ずしも実体が存在する場所を示す

ものではない。 

 
表6-1 ３次元の数値地図（国土基本情報）における名前空間の設定（GML形式） 

名前空間の

接頭辞 
名前空間の名称 

dkgd3d http://dkgd.gsi.go.jp/spec/2025/DKGD3D_GMLSchema 

dkgd http://dkgd.gsi.go.jp/spec/2012/DKGD_GMLSchema 

gml http://www.opengis.net/gml/3.2 

xs http://www.w3.org/2001/XMLSchema 

xlink http://www.w3.org/1999/xlink 

 
 

6.2.5. gml:idの付与規則 

gml:id は GML 形式のデータ集合内でオブジェクトを識別するための ID であり、

Dataset要素（ルート要素）、地物要素及び属性要素の一部（空間属性等）に対し付与

する。gml:id は、当該データ集合（ファイル）内で一意となるよう、次の規則に基づ

いて付与する。 

 

１）Dataset要素（ルート要素）：データセット全体を識別する ID 

規則：地物番号 + _ + 日付（作成日） + _ + 2 次メッシュコード 

例：D30_20251211_544012 

 

２）地物要素：個々の地物インスタンスを識別する ID 

規則：Dataset 要素の gml:id + _ + 通し番号 

※通し番号は、当該データセット内に含まれる同一地物ごとの連番（1, 2, 

3…）とする。 

例：D30_20251211_544012_1 

 

３）空間属性：地物の形状情報を識別する ID 

規則：地物要素の gml:id + -g 

例：D30_20251211_544012_1-g 

 

４）上記以外：上記以外の要素に ID を付与する必要がある場合 

規則：地物要素の gml:id + - + 通し番号 

例：D30_20251211_544012_1-1 

 

５）地物番号：gml:id の先頭に付与する地物番号は、表 6-2 のとおりとする。 
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表6-2 gml:idに使用する地物番号 

地物番号 地物 

D27 道路中心線（3 次元） 

D28 軌道の中心線（3 次元） 

D30 建築物（3 次元） 

 

 

6.2.6. 符号化におけるタグ名 

ISO 19100 / JIS X7100 シリーズの標準スキーマが提供するクラス名・属性名・関連名

については、JPGIS 2014 附属書 12 で規定するタグ名を使用する。 

 

４章で示した応用スキーマのクラス名・属性名・関連役割名に対する XML 文書におけ

るタグ名は、表 6-3 のように割り当てている。 
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表6-3 XML文書におけるタグ名の割当て 

 

クラス名 属性名 タグ名 

建築物（３次元） 

(Building Area 3D) 

－ dkgd3d:BldA3d 

 レコード ID 

(Record ID) 

dkgd:rID 

 整備データ登録日 

(Life Span From) 

dkgd:lfSpanFr 

 整備データ削除日 

 (Life Span To) 

dkgd:lfSpanTo 

 暫定フラグ 

(Temporary Flag) 

dkgd:tmpFlg 

 出典地理情報レベル 

(Original Geographic Information 

Level) 

dkgd:orgGILvl 

 地物種別コード 

(Feature Type Code) 

dkgd:ftCode 

 行政コード 

(Administrative Area Code) 

dkgd:admCode 

 整備完了日 

(Development Date) 

dkgd:devDate 

 範囲 

(Area) 

dkgd:area 

 種別 

(Type) 

dkgd:type 

 階層順 

(Level Order) 

dkgd:lvOrder 

 名称 

(Name) 

dkgd:name 

 極大標高 

(Outlying Elevation) 

dkgd3d:outElv 

 最大標高 

(Maximum Elevation) 

dkgd3d:maxElv 

 75%標高 

(Upper Quartile Elevation) 

dkgd3d:upQrtElv 

 中央値標高 

(Median Elevation) 

dkgd3d:medElv 

 25%標高 

(Lower Quartile Elevation) 

dkgd3d:loQrtElv 

 接地面標高 

(Ground Elevation) 

dkgd3d:grElv 

 上面標高出典 

(Building Elevation Source) 

dkgd3d:bldElvSrc 

 上面標高種別コード 

(Building Elevation Class Code) 

dkgd3d:bldElvCode 

 接地面標高出典 

(Ground Elevation Source) 

dkgd3d:grElvSrc 

 接地面標高種別コード 

(Ground Elevation Class Code) 

dkgd:grElvCode 

道路中心線（３次元） 

(Road Centerline 3D) 

－ dkgd3d:RdCL3d 

 レコード ID 

(Record ID) 

dkgd:rID 
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クラス名 属性名 タグ名 

 整備データ登録日 

(Life Span From) 

dkgd:lfSpanFr 

 整備データ削除日 

 (Life Span To) 

dkgd:lfSpanTo 

 暫定フラグ 

(Temporary Flag) 

dkgd:tmpFlg 

 出典地理情報レベル 

(Original Geographic Information 

Level) 

dkgd:orgGILvl 

 地物種別コード 

(Feature Type Code) 

dkgd:ftCode 

 行政コード 

(Administrative Area Code) 

dkgd:admCode 

 整備完了日 

(Development Date) 

dkgd:devDate 

 場所 

(Location) 

dkgd:loc 

 種別 

(Type) 

dkgd:type 

 道路分類 

(Road Category) 

dkgd:rdCtg 

 道路状態 

(Road State) 

dkgd:state 

 階層順 

(Level Order) 

dkgd:lvOrder 

 名称 

(Name) 

dkgd:name 

 道路管理主体 

(Administration Office_Road) 

dkgd:admOfcRd 

 幅員区分 

(Ranked Width) 

dkgd:rnkWidth 

 実幅員 

(Width) 

dkgd:Width 

 区間 ID 

(Sectional ID) 

dkgd:sectID 

 有料区分 

(Toll Road Section) 

dkgd:tollSect 

 分離帯区分 

(Median Strip Section) 

dkgd:medSect 

 高速道路 

(Motorway) 

dkgd:motorway 

 表示限界地図情報レベル
(Representative Limited Level of  

Geographic Information) 

dkgd:repLtdLvl 

 路線コード 

(Route Code) 

dkgd:rtCode 

 中心線標高出典 

(Centerline Elevation Source) 

dkgd3d:clElvSrc 

 中心線標高種別コード 

(Centerline Elevation Class Code) 

dkgd3d:clElvCode 

 補正種別コード 

(Adjustment Code) 

dkgd3d:adjCode 
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クラス名 属性名 タグ名 

軌道の中心線（３次元） 

(Railroad Track Centerline 

3D) 

－ dkgd3d:RailTrCL3d 

 レコード ID 

(Record ID) 

dkgd:rID 

 整備データ登録日 

(Life Span From) 

dkgd:lfSpanFr 

 整備データ削除日 

 (Life Span To) 

dkgd:lfSpanTo 

 暫定フラグ 

(Temporary Flag) 

dkgd:tmpFlg 

 出典地理情報レベル 

(Original Geographic Information 

Level) 

dkgd:orgGILvl 

 地物種別コード 

(Feature Type Code) 

dkgd:ftCode 

 行政コード 

(Administrative Area Code) 

dkgd:admCode 

 整備完了日 

(Development Date) 

dkgd:devDate 

 場所 

(Location) 

dkgd:loc 

 種別 

(Type) 

dkgd:type 

 鉄道状態 

(Railroad State) 

dkgd:railState 

 描画順 

(Drawing Order) 

dkgd:drwOrder 

 名称 

(Name) 

dkgd:name 

 軌道管理主体 

(Administration Office_ Railroad 

Track) 

dkgd:admOfcRT 

 表示区分 

(Visibility) 

dkgd:vis 

 路線コード 

(Route Code) 

dkgd:rtCode 

 中心線標高出典 

(Centerline Elevation Source) 

dkgd3d:clElvSrc 

 中心線標高種別コード 

(Centerline Elevation Class Code) 

dkgd3d:clElvCode 

 補正種別コード 

(Adjustment Code) 

dkgd3d:adjCode 

 

 

 

6.3. XMLスキーマ定義ファイル 

 

電子国土基本図（地図情報）３次元データに関する XML スキーマ定義ファイルは、３次元電

子国土基本図サイトから ZIP 圧縮されたファイルとして入手できる。 
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7. メタデータ 

 

 
7.1. メタデータの形式 

 

本仕様書に基づく地理空間データ製品に関するメタデータは JMP2.0 に基づいて作成される。

その具体的なデータ項目は、メタデータ・データベースの仕様として記述している。 

 
 
7.2. 作成単位 

 

電子国土基本図（地図情報）３次元データのメタデータは、刊行時点の全国を作成単位として

作成されている。 

 
 
 

8. その他 

関係機関との協議に基づき、国の安全の確保のための措置として、特定施設内の建築物（３次

元）について、高さを示す全ての標高データを接地面標高に調整して提供する。 


